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人工飼育マメアプラムシ Aρhiscraccivora 

Kochの発育に及ぼす pHと糖の影響

河 田 和 雄

未知物質(1eaffactors)を一切含まない完全合成飼料によるアブラムシの人工飼育は，

Mitt1er and Dadd (1962)によって開発されて以来，これまでに急速な進歩を遂げた.

そして.Dadd and Mitt1er (1966)によるモモアカアプラムシ Myzustersicae Sulz.， 

Dadd and Krieger (1967)による Aphisfabae Scopoli， Ehrhardt (1968)による

Neomyzus circumftexus Buckton， Srivastava and Auc1air (1971)によるエンドウヒ

ゲナガアプラムシ Acyrthos砂honpisum Harris，河田(1972)によるマメアプラムシ

Aphis craccivora Kochなど数種のアプラムシについては，長期間にわたる継代飼育も

可能となっている.しかし，従来の寄主植物を与えて飼育する方法にくらべると，発育が

悪く，改良の余地が多分に残されている.筆者は，アプラムシ類の栄養要求を解明するた

め，完全合成飼料による一連の人工飼育を実施しているが， 今回はマメアプラムシの発育

に及ぼす pHと糖の影響について調べた結果を報告する.

本実験を遂行するにあたり， 終始御指導を賜わった阿山大学名誉教授安江安宣博士に深謝の意を表

する.

実験材料および方法

材料に供したマメアプラムシは，昭和43年 4月倉敷市中央2丁目岡山大学農業生物研究

所構内掴場から採集した個体を，温度 200C，1日16時間照明，相対湿度 70-80%に調節

した恒温恒湿室内でソラマメ Viciafaba L.の芽出し菌を与えて飼育を続けている系統

である.産まれてから全くソラマメに接触していない幼虫を得るため，母虫を人工飼料の

はいった容器に移し 24時間放置し，この聞に産まれた子虫を用いた.実験は河田(1972)

の報告にしたがった.使用した合成飼料の組成は第1表のとおりである.飼育は1容器あ

たり 10頭の集合飼育とし. 1飼料について 2-5回の反復を行なった. 飼育条件は上記

と同様である. なお，生体重の測定は産まれてから 8日目に， 10頭同時に計量し.1頭

あたりの平均生体重を求めた.

飼料の組成を変えることなく.pHだけを.KOHまたは HCI各 5%溶液の添加によ っ

て変えた 8種類 (pH3-10)の飼料について，発育と生存に及ぼす pHの影響を調べた.

糖は3種類(シュクロース，フルクト ース，グルコース〉を使用したが，そのうち飼育成

績のよかったシュクロースについては，濃度 (0-45 %)の影響についても検討を加え

た.

昭和56年 1月16日受理
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第 1表 人工飼料 の 組 成 (mg!l∞ms)

ア 、、司. ノ酸 ピ タ ソ 類

L-ア ラ ーー γ 1∞ チア ミ γ 塩酸塩 2.5 
L-アルギニン 270 ポフラ ピン 0.5 
L-アス パラギン 550 . 一ー コ チ ソ 酸 10.0 
L-アスパラギン敵 140 ピリドキシ γ極酸塩 2.5 
Lーシステイン塩酸塩 40 業 酸 0.5 
L-グルタミ γ 酸 140 パントテン酸カルシウム 5.0 
Lーグルタミン 150 イ ノ シ ト ール 50.0 

グ リ シ ソ 80 塩 化 コ リ ソ 50.0 
L-ヒスチジン 80 ピ オ チ ン 0.1 
L-イソロイシン 80 L-アスコルビン酸 1∞.0 
L-ロ イ シ ソ 80 そ の 他

L-リジン塩酸温 120 シュ ク ロ ース 15，αm 
L-メチ オュ γ! 40 塩化マグネ シ ウム 2∞.0 
L-フェニノレアラュ γ 40 リン酸ーカリウム 5∞.0 
L-プ ロ リ ン 80 エチレシジアミン四酢酸鉄錯塩 1.5 
L-・セ リ ン 80 エチ νンジアミン四酢酸亜鉛錯塩 0.8 
L-トレオニ γ 140 エチレンジアミン四酢酸マンヵーン鎗極 0.8 
L-トリプトファ γ 加 エチレンジアミン四酢酸銅錯塩 0.4 
L-チ ロ シ ソ 40 pH 7.0に調節 (KOH) 

L-パ リ 、J 80 水を加えて全量 l∞msとする

実 験 結 果

1. pHの，影響

pHの異なる 8種類の飼料で飼育した場合の生存曲線を第 1図に示した. pH 3.......4で

は，生存曲線は急速に低下し，実験開始後 6.......7日で生存虫率が 0%となり，一部の個体
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第 1図 pHと生存期間との関係
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は3齢まで達したが，成虫になったも

のはなかった. pH 10では，発育初期

の5日間に約半分が死亡し，生存曲

線は急激に低下したが，その後ゆる

やかに下向し. 35日目には生存虫率

が 0%となった. pH5~9 では，最

長 40日間生存した.実験開始後20日

目の生存虫率をみると. pH7で最高

(75%)を示し， 以下 pH8， 6，9，5の

11慣に低くなった.

第2図 pHと生体重との関係

つぎに. pHの生体重に及ぼす影響

について調べた結果を第2図に示し

た.平均生体重は中性の pH7で最高

となり. pHが酸性領域またはアルカ

リ性領域にすすむにつれて減少する傾向がみられた. そして. pH9~10 と pH5 では，

pH7で得られた平均生体重 160μgにくらべると著しく軽くなり，発育に顕著な悪影響が

あらわれた.

2.糠 の 影 響

績の種類

3種類の糖(シ且クロース 15g，フルクトース 15g，グルコース 15g)を単独で用いた飼

料と.2種類の糖〈シ且クロースlOgとフルクトース 5g，シュクロース 10gとグルコース

5 g)を含む混合飼料について，生存期聞を調べた結果を第3図に示した.フルクトース，

グルコースを単独で用いた

飼料では，生存曲線が急速に

低下し.5日までに生存虫率

が 0%となり，成虫まで到達

した個体は皆無であった. 2 

種類の糖を含んだ混合飼料で

は，フルクトース，グルコー

スをそれぞれ単独で使用した

場合よりも，生存虫率は著し

く向上したが，実験開始後 12

日目の生存虫率をみると，シ

ュクロース単独飼料にくらべ

てなお 15~25%低かった.

シュクロース濃度

シュクロースの最適濃度を

検討するため， 6 種類 (O~

45%)の飼料によって，生存

59巻 (1981)
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自信 4 図

期聞を調べた結果を第4図に示した.シュ

クロ.ースを全く含まない飼料では，生存幽

線は急速に低下し，僅かに4日間生存した

だけで， 2齢まで到達した個体は々かった.

生存虫率(10日目)が最も高かったのは

15%飼料の 90%であり，以下30，7.5. 

5， 45%飼料の販にそれぞれ85，75， 45， 

40%に低下した.シュクロース濃度が低す

ぎても，また高すぎても摂食量が低下し，

発育が悪くなるものと思われる.

つぎに，獲度と生体重との関係について

調べた結果を第5図に示した.平均生体重

は， 30%飼料で最高の 194μgを示したが，

濃度が低くなるにつれて，平均生体重は次

第と軽くなる傾向がみられた.また，高濃

度の 45%飼料でも平均生体重に著しい低下がみられた. 生存期間と生体重に対するシュ

クロースの好適濃度には若干のずれが生じたが，この原因についてはよくわからない.
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E反収口によって，直接植物汁液を吸収するアブラムシ類にとって，

昆虫の場合よりも重要である.
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Auc1air (1965， 1969)はェγ ドウヒゲナガアプラムシ，ワタアプラムシ Aphisgossypii 

Glover，チューリ y プヒゲナガアプラムシ Macros紗humeuphorbiae Thomasの生存期

間，生体重，産子数に対する pHの影響を調査し，ワタアプラムシの好適範囲 (pH6.5-

8.0)がチューリップヒゲナガアプラムシの (pH7.0-7.3)，エンドウヒゲナガアプラムシ

の (pH7.4-7.7)にくらべて広いことを明らかにした. 今回の実験では pHの最小単位

を1としたので， 1以下の細かL、範囲まで追求することはできなかったが，マメアプラム

シの生存期間に対しては pH6-9.また生体重に対しては pH6-7が好適範囲と考えられ

る.好適 pHはアプラムシの種類によって少しずつ遣うものと思われる.

糖はアミノ酸とともに，合成飼料を構成する主要な栄養成分であるばかりでなく，こと

にシュクロースは Mitt1er(1967)が指摘したように， モモアカアプラムシの摂食刺激物

質として知られている.今回の実験には，玉木(1968)がアプラムシの排、准物(honeydew)

中から検出される主要な糖としてあげた3種類(シュクロース，フルクトース，グルコー

ス)を用いた.そのうち，飼育成績の最もよかったシュクロースについては，好適濃度の

検討を行なった.その結果，マメアプラムシの発育に対して，シュクロースは必須成分で

あった.しかし 5，7.5%濃度では一応成虫まで到達したが，摂食量の低下によって，生

体重が標準飼料にくらべると半分程度となった.また.45%濃度(高濃度飼料〉によって

も生体重は著しく減少した.この原因としては糖の濃度が高くなると，糖そのものの吸収

量は多くなるが，摂食量が低下し，他の栄養成分の摂取量が不足するためと考えられる.

また. Auc1air (1967)はワタアプラムシの発育に対して 2種類の糖(シュクロース 20g

とマルトース 10g)の相乗効果 (synergiceffect)を認めているが， マメアプラムシの

発育に対しては，今回使用した 3種類の糖の組み合わせからは，相乗効果は認められなか

った.そして，要求する糖としては，シュクロースだけで十分であることがわかった.な

お，シュクロースの好適濃度は生体重に対しては 30%.生存に対しては 15%であった.

Dadd and Mitt1er (1966)によると， モモアカアプラムシの発育に対する好適シュクロ

ース濃度は 10-20%.また Auc1air(1967， 1969)， Srivastava and Auc1air (1971)に

よると，ワタアプラムシでは 20-30%，エンドウヒゲナガアプラムシでは35%が好まし

いとしている.好適シュクロース濃度は，アプラムシの種類によって若干差がみられる.

しかし，糖の好適濃度は，飼料に含まれる他の栄養成分の組成や濃度によっても影響さ

れるので，さらに検討する必要がある.

摘 要

人工飼育マメアプラムシ Aphiscraccivora Kochの発育と生存に及ぼす pHと糖の影

響を調査し，つぎのような結果を得た.

1) pHを異にする 8種類の飼料 (pH3-10)のうち，成虫まで、飼育できたのは pH5-

10の 6飼料であった.

2) 生体重に対する好適 pH範囲は pH6-7で，生存期間に対するそれは pH6-9で

あった.

3) シュクロース，フルグトース，グルコースのうち，発育に必要な糖はシュクロース

1種類だけであり，その好適濃度は生体重に対しては 30%.生存期間に対しては 15%で

あった.

59巻(1981) 91 
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